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「CERECは何がすごいの？」の答えはここにあります。

結論からお話すれば「事実と証拠」ということに尽きます。これがま

さに、この概論の全てです。私どもが目指すのは、最新のCERECに

関する臨床研究の概要を述べ、皆様にこの科学的データを解釈し評

価していただくことにあります。CERECは間違いなく大規模に精査

された歯科治療技術の一つといえます。それは数多くの臨床研究や

幅広い分野の科学的出版・発行物において証明されています。

例えば、科学的研究を目指す大学や、一般歯科診療所などで、たった

１回の処置で製作され装着されているCEREC修復（インレー、オン

レー、クラウン、ベニア）の残存率が継続的にモニタリングされてい

ます。最長期残存率データでは18年で84.4%という高水準です。

CEREC修復の品質という点では、少なくともゴールド修復と遜色あ

りません。そして明らかにコンポジットや他のラボ製の修復よりは

優れています。

コンピュータ化された歯科治療は大きく発展しています。マージン

精度はラボ製修復物と変わらぬところまで来ました。プロキシマコ

ンタクトの設計は大変信頼性の高いものになりました。歯牙データ

ベースに含まれる咬合面データは大学や高名な歯科技工士によって

構築されたものです。CERECシステムは患者のアーティキュレー

ション（咬合）やアンタゴニスト（対合歯）をも考慮に入れています。

必要なのは良い歯科医、つまり、あなたのような歯科医です。

CERECチーム

Foreword
序 章
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CNICAL FACTS RELATING TO CEREC

1｜CEREC修復の長期成績

1.3   クラウン

CEREC 2の導入により、歯科医はインレー、ベニアに加え、フルクラウンの
製作が可能になりました。更なる研究において、VITA MarkⅡを用いて200
例のCERECクラウンを作製し136人の患者に接着接合法で装着した。内70
例は従来の方法で形成された歯の上に装着され、52例は縮小形成した歯に装
着（低マクロリテンション）。86例のクラウンは歯内療法で処置された歯に装
着した。この場合クラウンは、保持力を高めるために歯髄腔にまで伸長した
ポストも含みます（エンドクラウン）。不成功の原因は主として破折で、不十
分な象牙質接着によって起こるものと推測される。「従来形成」クラウンは全
方法の中で最高の成績（残存率97.0%）、次いで「縮小形成」クラウン（92.9%）
でした。エンドクラウンの残存率は大臼歯の場合に容認できる成績（87.1%）、
小臼歯の場合はやや劣りました（68.8%）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

VITA MarkⅡとIvoclar ProCadを用いたCERECクラウンは
PMFクラウンに匹敵する成功率を達成している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

またCERECクラウンは、ある歯科診療所で実施した研究でも好成績をあげて
います。この研究は65例のVITA MarkⅡ製フルクラウンを焦点にしたもので、
切削工程後に手作業で研磨し、デュアル重合コンポジットで接着されたもの
です。最長4年間で3例の不成功が観察されました（2例はセラミック破折、1
例は接着剥離です）。カプラン・マイヤー推定値による成功率は95.4%です。

1.4   他の修復方法との比較

1.4.1   臨床的比較

CEREC、ラボ製セラミック、ゴールド・インレーについての15年を超える
長期的比較研究です。
15年間で358例の2または3面インレーがオーストラリアのGraz大学の下で
実施されました。以下の修復が生活歯に対して装着されました。：ゴールド・
インレー、リン酸亜鉛セメントで接着（対照群）93例；接着接合ゴールド・イ
ンレー 71例；ラボ製セラミック・インレー（Dicor、Optec、Duceram、
Hi-Ceram）94例；CERECインレー（VITA Mark Ⅰ）51例。その他に、多
数の失活歯処置例：ゴールド／セメント（5例）；ゴールド／接着剤（14例）；
ラボ製セラミック（22例）；CEREC（14例）。
修復の評価基準：喪失または完全破折；修復物、歯、セメント／接着接合部

Probability of failure in the four subgroups

の部分破折；二次カリエス（う蝕）；失活。それぞれのグループについてカプ
ラン・マイヤー法による生存率分析が行われました。全グループで、失活
歯へのインレー装着は生活歯へのインレー装着よりも低い成績でした。
当初、研究対象には間接法によるコンポジットを用いたインレーのグループ
も含んでいました。しかし、成績は芳しくなく早々に除外されました。
ゴールド・インレーのグループとCERECインレーのグループとで、目立っ
た統計的差異はありませんでした（15年後成功率は約93%）。ラボ製セラ
ミック・インレーは明らかに劣っていました（68%）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

CERECインレーの耐久性は、ゴールド修復と同水準である。ラボ
製セラミック修復は成績が劣った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以下は臼歯の窩洞に使用した塑性充填材：アマルガム；グラス・アイオノマー
及びその派生製品、コンポジット。その他の有効な修復方法：ゴールド・イ
ンレー／オンレー；コンポジット・インレー／オンレー；ラボ製セラミック・
インレー／オンレー；CERECインレー／オンレー。各グループについて長
期研究を実施した結果、耐久性に大きな差異があるということが明らかに
なった。それぞれの修復方法における年間不成功率を算出しました。順位
は以下の通りです（成績の低い順から）。

7.　グラス・アイオノマー及び派生製品（7.7%）
6.　アマルガム（3.3%）
5.　コンポジット充填（2.2%）
4.　コンポジット・インレー／オンレー（2.0%）
3.　セラミック・インレー／オンレー（1.6%）
2.　ゴールド・インレー／オンレー（1.2%）
1.　CERECインレー／オンレー（1.1%）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

CEREC修復成功率はゴールド・インレー／オンレー修復よりわず
かにではあるか優れた成績を有する修復方法である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.4.2   耐久性（寿命）及び費用対効果

患者にとって費用対効果の高い選択肢を広げようとするなら、歯科修復物の
耐久性とコストを個別ではなく総括的に評価することになる。ドイツの大手
保険会社提供の支払金額データに基づき、修復方法別に、ゴールド・インレー

（62）、ラボ製セラミック・インレー（87）、CERECインレー（91）の平均的料
金とラボ費用が算出されました。そして1994年から2003年にわたる長期研
究の中から10の研究の分析が実施されました。これにより、各種インレーの
統計的耐久性を算出する基礎ができました。

1.4.3   耐久性及び製作費用

製作費用が高額で耐久性がやや劣るため、ラボ製セラミック・インレーは最
も費用対効果の低い選択、ということになります。ゴールド・インレーと
CERECインレーは近似の成功率です。しかし、ゴールド・インレーのラボ作
製費用がやや高額なため、この研究結果でCERECインレーが最も費用対効果
の高い方法として浮かびあがってきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

経済的観点からCERECは他のあらゆるインレー方法よりも好まし
いといえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.1   インレー／オンレー

1.1.1   インレー／オンレー
2,328例についての長期研究

この膨大な研究は歯科診療所において既に794人の患者に装着された2,328
症例のチェアサイドでのCERECインレー、オンレーに焦点を合わせたもの
である。1990年から1997年にかけてはCEREC1システムが、1997年から
1999年にかけてはCEREC2システムを使用した。44の歯をランダムに選択
し、走査型電子顕微鏡で調査を行った。平均マージン・ギャップは236μm±
96.8μm。
9年後の成功率は95.5%。不成功に終わった修復はわずか35症例で、その原
因は主に抜歯によるものであった。
修復のサイズおよび部位と不成功との相関関係は見られなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

CEREC1及びCEREC2による直接法修復は、臨床的精度および、
マージン・ギャップの品質（大規模充填合着材を使用して作製され
た）においては、今日の水準に必ずしも合致しないにも関わらず、
長期研究の結果（9年後残存率95.5%）は、大変良好といえる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Survival curve with regard to CP treatment

1.1.2   インレー／オンレー
1,011例についての18年にわたる研究

この研究はCEREC 1システムを用い、1987年から1990年の間に299人の
患者を対象に作製されたCERECインレー／オンレー 1,011例に焦点をあて
たものです。主たる修復はVITA MK Ⅰ セラミックを用い、わずか22例のみ
Dicor MGCを使用した。1989年から歯科用接着剤 Glumaと組み合わせ、エ
ナメル・エッチング（リン酸）が実施されるようになり、グラス・アイオノマー・
セメントは、基礎層としては使われなくなりました。歯髄周辺はCaOH₂ ライ
ナーで保護。検証基準は、以下の通りです：マージンクオリティー、歯髄有無、
歯組織、合併症、機能不全。所見は、以下のパラメータに基づいて分類され
ました。：修復サイズ、修復部位、当初の歯活力、象牙質接着剤使用の有無。
18年の観察期間中、1,011の修復例の内86例は不成功でした。セラミックの
破折が主たる原因（38%）でした。カプラン・マイヤー推定値によれば、18年
後成功率は非常に高い（84.4%）ものでした。臼歯より小臼歯のほうが、若干
成績が良く、2面、3面インレーのうほうが、1面インレーよりも良好な成績が

得られた。失活歯（50%）と生活歯（88％）の違いには重要な意味があります。
機能的象牙質接着剤の活用により成功率は10%から90%へと向上した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

CERECワンデートリートメント（比較的大きいサイズのものを含
む）は、優れた耐久性（寿命）を示す。多くの場合、欠陥重視の修復
と丁寧な接着接合は、フルクラウンを用いない修復の基礎となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Kaplan-Meier estimator: Use of dentin adhesive, n = 1,011t

1.2   ベニア

ラボ製のセラミック・べニアの耐久性については既に幅広くリサーチが行われ
ています。CERECベニアとアンテリアパーシャルクラウンについては9年半
をかけて観察されました。これらの修復はCEREC1及びCEREC2で製作され、

（主として）VITA MarkⅡ、Ivoclar ProCadが使用した。509例の天然歯に
対するベニア修復が実施され、108例は既存のPFMまたはコンポジット修復
物でリペアー／リプレイスを行った。9年半後の補綴物に対する修復成功率は
91%、天然歯に対する成功率は94％でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

耐久性においてCERECベニアはラボ製ベニアと差異はない、もし
くはそれ以上を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ceramic build-ups comprising up to 2/3 of the veneer length do not far worse
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2｜マージン・ギャップ（辺縁漏洩）

2.1   CERECシステム制度

2.1.1   カメラ／ミリング　ユニット

CERECシステムの精度はCERECカメラの解像度（25μm）とミリングユ
ニットの再現精度（±30μm）によって実現されています。ユーザー起因に
よる影響（例、プレパレーション、パウダーリング、3D光学印象）を除けば、
CEREC 3Dの精度は±55μmの範囲です。

2.1.2   修復物のマージン適合

切削されたCEREC修復物のマージン精度はソフトのバージョンアップに
従って（CEREC １から最新のCEREC 3Dまで）常に進歩しています。ハー
ド面での代表的な進化は、ステップバー（先端寸法：1mm）の登場である。
多施設共同実験（７大学）の枠組みにおいて、CERECフルクラウンのマー
ジン適合と内歯適応が測定され、ラボ製セラミック・クラウンと比較され
ました。CERECについて訓練を受けた歯科医のグループと訓練されてい
ないアシスタントのグループが、それぞれ10の臼歯クラウンを標準モデ
ルで設計・切削しました。クラウン（VITA Mark ⅡとIvocar ProCadを使
用）はVariolinkを用いて装着。信頼性の高いデンタルラボラトリーで製作
されたエンプレス（Empress）セラミッククラウンも装着されました。
歯科医師製作のクラウンのマージン適合（61.6μm±27.9μm）とアシス
タント作製のクラウンのマージン適合（60.8μm±20.5μm）では顕著な
差異はありませんでした。ラボ製クラウンのマージンはやや大きい（69.1
μm±26.9μm）、ものの、統計的に目立つものではありませんでした。
CERECクラウンの軸壁適合については、明らかにラボ製のものより優れ、
咬合面適合についてはラボ製のほうが良い成績でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

傾向としてCERECクラウンのマージン適合は、ラボ製クラウンよ
り優れている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Mean values in microns ± standard deviation. Groups that are significantly 
different are indicated by letters P < 0.05)

2.2   接着インターフェース

合着材の性能と接着技術はオールセラミック修復の成功を左右する重要な
影響力があります。

2.2.1   素材

金属修復は基本的に大きな保持力・把持力を必要とする。対して、エッチ
ング可能なオールセラミック素材（ケイ酸塩／非ケイ酸塩）は直接硬い歯
組織に合着させるため、小さい保持力で大丈夫です。CEREC修復の接着

（VITA Mark ⅡとIvocar Empress CAD）は類似素材でできたラボ製イ
ンレー、オンレー、ベニアの接着と違いはありません。この方法は1991年
の象牙質接着の導入以来、ほとんど変更はありません。
第一段階はエナメル質、象牙質とセラミックの前処置（例 エッチング）で、
クリーンな微小粗面を作ることを目的としています。次はプライマーの使
用です。これは疎水性の接着材に対しクリーンな面に水和性を持たせる働
きをするものです。第三段階はボンディング（接着）です。つまり、接着
用レジンを使用して、歯面、合着コンポジットとセラミック素材の間の
中間層を形成します。古い接着法はこれらの各段階で別々の製品を使い
ます。新しい方法では必要な製品のビンの数を減らそうと試みています。
inCeramのような強度の高い酸化セラミック、酸化アルミニウム・酸化ジ
ルコニウムはエッチングには適しませんので、従来のようにセメント接着
されます。一方でセルフアドヒーシブの合着剤が有効になってきています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

ケイ酸塩セラミックの接着接合は長年にわたり検証されてきた。各
種素材は慎重に組み合わせて使用しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Principles of adhesion illustrated on different substrates

合着コンポジットは3つのカテゴリーに分類されます：化学重合型、光重合型、
化学・光重合型。
この10年の研究で化学重合型または化学・光重合型コンポジットで合着され
たCEREC2インレーを比較検討しました。
10年後の成功率は化学・光重合型コンポジットの場合77%、化学重合型で
100%でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

化学・光重合型コンポジットは化学重合型、または光重合型コンポ
ジットが適切ではない場合のみに使用するべきである。
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3｜咬合設計
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2.2.2   マージン・シール

CERECの発表直後には当然参考となる長期研究は存在しませんでした。
そのため、合着インターフェースの幅（合着コンポジット層の厚さ）がマージ
ン・シールに影響するかどうかを確認する必要がありました。あらゆる調査の
結果、エナメル質に修復マージンを位置づけることが効果的であるとわかりま
した。このインビトロ検査（着色プレパレーション・テストを含む）で、合着コン
ポジット層の厚さはマージン・シールに対し影響がないことが示されました。
その後のCEREC 1、2修復の長期研究でこれらの発見が確認されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

合着コンポジット層の厚さはマージン・シールに対し影響しない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

深い窩洞についてライナーは歯髄の保護に有効な役割を果たしているのだ
ろうか。
N．Kramer/Erlagenの研究によると、ライナーを用いた場合、初期の過
敏症が発生する例は2倍になりました。セラミック・インレーの不成功率は

（Empressのケース）ライナーを用いた場合、3倍になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

ライナーの使用はセラミック・インレー／オンレーでは禁忌である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.2.3   接着インターフェースの損耗

大量に充填した箇所における合着コンポジットの損耗度を測定するため
に、Variolink low（低粘度）及びTetric（高粘度）を用いて装着された様々な
Empressインレーを計測しました。6年後のインターフェース平均幅は176
μmから207μmに増加していました。二種類のコンポジットで統計的な差
異は認められませんでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

低粘度コンポジットも高粘度コンポジットもCERECインレー／オ
ンレーに適合する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.1   ソフトウェア

CEREC 3Dの現在のバージョンは、患者固有の様々な咬合にマッピングする
ためのツールや咬合面を自動デザインするツールを有しています。

■ 「デンタルデータベース」
 　様々な歯牙データを構築しており、基本的な設計方法です。
■ 「コリレーション」
　撤去前のメタル修復物やワックスアップの咬合面データのコピーを製作し
　ます。勿論修整も可能です。
■ 「リプリケーション」
　反対同名歯をミラーリングすることで形成歯上に置換可能。その他に、お
　気に入りの咬合面観を使用することができます。
■ 「アンタゴニスト」
　中心咬合位のデータを使用し修復物を設計します。
■「FGP」
　 顎運動を記録して口腔内調整の少ない修復物を製作できます。

Number of occlusal contacts of the casts before and after placement of the different 
crowns (contacts of the restorations excluded!)

「デンタルデータベース」「コリレーション」「リプリケーション」はそれぞれ「アン
タゴニスト」「FGP」と組み合わせる事で、より機能的な咬合面をコンピュー
タで製作することが可能となります。
これらの咬合面はマニュアルでもオートでも調整が可能です。データベース
で製作されたものの調整量はおよそ400μm。コリレーション／アンタゴニ
スト／ FGPで製作されたものの調整量は5μmと非常に僅かです。
各種パラメータが適正にセットされていれば手作業での調整をほとんど必要
としません。
CERECクラウン、ラボ製Empressクラウンの咬合面コンタクトを比較した
ところ目立った差異はありませんでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

対合歯に見合う咬合面はコンピュータ画面で設計することが可能で
ある。CEREC修復物はセット時、患者口腔内での調整はラボ製の
修復物となんら変わらない。
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4｜審美性

4.1   臼歯

CERECインレー、オンレーはセラミックの着色性に特質があるといえます。
艶出し研磨した後でもラボ製セラミック修復と同じ方法で装着できます。
CERECセラミックの特質（カメレオン効果によるシェード適応すなわち；明
度・半透性・カラーシェードの多様性）により、多くの場合ステイニングの必要
はなくなりました。CERECセラミックは研磨しやすい素材です。大抵その表
面仕上がりは、艶出し加工した修復物に劣るものではありません。
様々な研究でCERECセラミックの良質なシェード適応性を証明しています。
カリフォルニア歯科医師会（CDA）の基準によれば87%の修復がエクセレント

（優秀）と評価されています。USPHS（米国公衆衛生局）によれば、試験を行
った全ての修復物において、表面性質とシェード適応性はエクセレント（優秀）
または臨床的グッド（良）と評価されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

CERECセラミック素材は適切に選択・研磨すれば、大抵の場合、ラ
ボでのステイニングも艶出し加工も必要ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.2   前歯

CERECアンテリアクラウンは切削後、ステイニングや艶出し加工も施すこと
が可能です。またはその代わりに、切縁をカットバックし、透明セラミック
素材を用いて追加築盛することができます（特に透明な切縁面が要求される
場合）。シェードの濃さが段階的になっている多色層ブロック（VITA Triluxe、
Empress CAD Multiなど）はより簡単に天然歯に近づくことができるよう
になりました。シェードペースト（VITA Shading Paste、Ivoclar Shade 
and Stains Kitなど）やシェードパウダー（VITA Akzentなど）を使うと前歯
クラウンに即時に質感を持たせることができます。シンプルなアプリケー
ションのおかげでシェーディングとグレイジングを1回の操作で組み合わせる
ことができます。マルチ・ファイアリング（複数回焼成）も可能です。プログ
ラムにより、修復物の形態をシミュレーションすることができます。多くの
ケースにおいて、チェアサイドでの1回の処置でアンテリアクラウンを作製し
装着することが可能です。より洗練されたレイヤー技術も可能です。しかし、
これらは従来法の印象材による印象採得や石膏模型を使用した間接的プロ
セスが必要です。より高い審美性を求めるのであればこのような方法で修復
物を製作できます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

前歯クラウンは、多色層ブロックや簡便でシステマチックなステイ
ンキットを用いることで1回の処置であっても患者満足度を充たす
審美修復を行うことができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.2.1 　ベニア

CERECユーザーは修復方法としてベニアを推奨することが多くなってきて
います。アンテリアパーシャルクラウンとベニアは歯質を残す修復法として
フルクラウンに代わって、頻繁に使用されています。患者固有のキャラクタ
ライズは前歯クラウンで述べた方法で可能です（セラミック・ステインを透明
セラミック素材と組み合わせて使用）。さらに、ナチュラルな外観を得るため
に「インターナルステインテクニック」の方法を用いることもできます。この
場合、シェーディング・コンポジット素材（モディファイヤー）をベニア内面に
塗布します。ベニアが装着された後、このシェーディングが薄いセラミック
素材を通して見えるようになります。ベニアを歯に接着した後、繊細な調整、
光沢研磨を施します。かかる時間はCERECインレーと同等です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

CERECベニアは前歯クラウンに代わる、迅速で、歯を保存させる
ことのできる修復方法です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Principles of adhesion illustrated on different substrates
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5｜ セラミック素材

Aesthetic ceramics CEREC/inLab

Feldspar Sirona Blocs, VITA Mark II 

Glass/leucite Empress CAD

Framework ceramics

Disilicate e.max CAD

MgAl2O4/lanthanum inCeram Spinell

Al2O3/lanthanum inCeram Alumina

Al2O3/ZrO3/lanthanum inCeram Zirkonia

Al2O3 (polycrystalline)  AL-Cubes

ZrO2 Ytt YZ-Cubes/e.max ZirCAD

VITA Mark Ⅱは最も長い実績をもつCEREC素材です。この長石セラミック
は単色ブロックで3D Masterシェード各色があります。異なるシェード層を
もつ多色層バージョン（VITA Triluxe）もあります。2007年1月に発売された
Sirona Blocsも長石セラミック製です。
Ivoclar Empress CAD ブロック（かつてのProCad）は白榴石強化ガラスセ
ラミック素材でできています。シェードはA－Dがあり、それぞれに2段階の
透過度があります。Ivoclarにも多色層ブロックもあります（Multi）。

5.1   強度／破壊靱性

歯科用セラミックはその微細構造によって2つのカテゴリーに分類されます。

1. 50%以上のガラス繊維分を含む審美的エナメル様セラミック。物理的特徴
（強度、硬度、摩耗性、透明性、色調など）は充填剤で修正可能。

2. フレームワーク用多結晶セラミック。同質の結晶構造を持つ微粒子でできてい
る。この、比較的不透明な素材はガラス・セラミックよりも強度はずっと高い。

従来のラボ用セラミックとして、また機械加工可能なCERECセラミックとし
て、ほぼ全種類が揃っています。多結晶酸化ジルコニウムと酸化アルミニウム
はCAD/CAMシステム専用です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

CERECおよびInLabシステムは関連する全タイプの歯科用セラ
ミックを機械加工することが可能で、将来的な拡張性も高く、世界
のどの国でも導入しやすい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5.2 　磨耗性

従来のベニアリングセラミック（築盛陶材）は特に、対合歯の磨耗を起こしや
すく歯のエナメル質より耐摩耗性が高いと言われてきました。
1991年、KrejciがVITA Mark Ⅱが天然エナメル質と同程度の摩耗特性があ
ることを証明しました。天然エナメル質の摩耗及び裂傷ということに関して
は、何ら差異はありません。
VITA Mark Ⅱの摩耗度はゴールドと顕著な違いはありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
結 論 ：

CERECセラミックは対合歯にダメージを与えず、ゴールドと同じ
摩耗特質を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

過去20年以上にわたり、多くの人々がCEREC開発者の

一人Professor Mörmanの着想の発展に貢献してまいり

ました。例えば、1回の治療で高品質なセラミック修復を

作製する、というアイデアです。まず第一に、Siemens、

Sirona、Vita Zahnfabrik、Ivocar Vivadent、Merz、

Zeissの研究チーム、そして数多くの中小企業の研究チー

ムの貢献があげられます。第二に全世界に及ぶ200以上

の大学のリサーチチーム。これらの大学が詳細なリサーチ

を実施し、数限りない改良がCEREC修復法に加えられて

きました。勿論、CERECユーザー、CERECインストラ

クター、ISCD(INTERNATIONAL SOCIETY OF COM-

PUTERIZED DENTISTRY)そしてその各国機関の協力

があったことは言うにおよびません。このような様々な

方々の協力が、今日CERECが現代歯科医療において不

可欠な存在へと発展する過程で、中心的な役割を果たし

てくれました。全関係者に心から感謝申し上げます。

また、DGCZ(Deutsche Gesellschaft für Computer-

gestützte Zahnheilkunde)には、この概論をまとめる

に当たり、科学的諸研究の選定、解説にまで、専門的な

助力をいただいたことを、感謝申し上げたいと思います。

Wilhelm Schneider（ウィルヘルム シュナイダー）

Word of thanks
おわりに



09 10

CNICAL FACTS RELATING TO CEREC

CEREC出版・発行物

The following list of publications relates to the CEREC procedure 
and to specific materials and methods for inlays, partial crowns 
(onlays, overlays), crowns and veneers. It does not include the  
inEOS scanner or inLab bridge restorations. 
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